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はじめに
ヤ リ マ ン ボ ウ Masturus lanceolatus (Liénard, 

1840) は，フグ目マンボウ科 Molidae ヤリマンボ
ウ属 Masturus に属し，舵鰭の中央よりやや背側
が後方に突出することが特徴的な大型海産魚類で
ある（波戸岡・萩原，2013；松浦，2017）．日本
近海における本種は青森県から沖縄県まで散発的
に記録されているが（例えば，波戸岡・萩原，
2013；澤井，2020），瀬戸内海における出現記録
は著しく少ない（澤井，2025）．このたび，2025

年 1 月に山口県山陽小野田市でヤリマンボウ 1 個
体が打ち上げられたとの情報が得られ，周防灘で
初記録になると考えられたため，ここに報告する．

材料と方法
本研究で調査したヤリマンボウ 1 個体（Fig. 1）

に関する写真や情報は，謝辞に記した情報提供者
から得られた．本個体は 2025 年 1 月 14 日に，山
口県山陽小野田市にあるきららビーチ焼野付近の
海岸（33°56'58.0"N, 131°09'49.1"E）に打ち上げら
れているのを発見された．本個体は動いていな
かったことから発見時には死亡していたものと考
えられ，直接計測されていないが写真からの目視
的な推定で体サイズは全長 0.5–2 m の範囲にある
と思われた．本個体の種同定は先行研究（波戸岡・
萩原，2013；松浦，2017）にしたがい，写真によ
る外部形態の観察を行った． 本個体が発見され
た日と前日の発見場所周辺の海面水温は，気象庁

（2025）のデータを読み取り，10–11 °C であった．

結果と考察
本研究で調査したマンボウ科 1 個体は，舵鰭

の中央よりやや背側が後方に突出することから
（Fig. 1 矢印），ヤリマンボウに同定された．本個
体の打ち上げ日は不明であるが，発見日とその前
日の発見場所周辺の海面水温（10–11 °C）は，本
種が一般的に好む 20 °C 以上の水温と比べてかな
り低く，本種の打ち上げを報告した先行研究の事
例同様に，低水温が打ち上げを引き起こした一因
になった可能性が考えられた（例えば，Sawai 

and Yoshida, 2019；澤井，2021c）．
本研究で調査した限りでは，これまでに文献

上で知られているヤリマンボウの都道府県別の記
録は以下のとおりである［新規データの無い引用
の繰り返し（魚類目録など）や情報が曖昧なもの

（魚類図鑑など）を除き，各文献で新たなデータ
として使用されたサンプルや情報（同一個体の重
複含む）の中で，都道府県が分かるもののみを示
した（★の文献は後に本種に再同定された個体を
含む）］：青森県（澤井，2020）；岩手県（澤井，
2020）；宮城県（酒井，1986；古川，1993）；秋田
県（ 竹 内，1988； 白 鳥，2008； 松 浦，2017；
Sawai and Yoshida, 2019）；山形県（西村，1960）；
茨城県（茨城の海産動物研究会，2004）；千葉県（波
戸岡・萩原，2013）；東京都［伊豆諸島（Kuronuma, 

1940；黒田，1949；礒貝，1980；澤井，2024b）；
小笠原諸島（岸上，1917 ★；薮田，1953；Liu et 

al., 2008； 小 枝 ほ か，2016； 澤 井・ 氷 厘 亭，
2019）］；神奈川県（山田・工藤，1997；相良・小
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澤，2002）；新潟県［西村，1958 ★ , 1960；西村・
水沢，1962；寺泊町役場総務課，1993；相良・小
澤，2002； 佐 渡 島（Honma, 1957a； 本 間，
1957b）］；富山県（津田，1990）；石川県（山本ほ
か，1995；澤井，2021c）；福井県（相良・小澤，
2002； 田 中・ 安 曽，2010； 吉 田・ 澤 井，2019；
Sawai and Yoshida, 2019；澤井ほか，2022）；静岡
県（黒田，1949）；三重県（日比野，2018；澤井，
2021a；澤井・杉山，2021a, b）；京都府（吉田，
1799–1801 ★；澤井・氷厘亭，2019；吉田・澤井，
2019；澤井，2024b）；兵庫県（山本，1951；森，
1956； 川 上・ 一 澤，2012）； 和 歌 山 県（ 宮 脇，
1983；中島ほか，1987；福田・御前，1992；御前，
2000, 2021；池田・中坊，2015）；鳥取県（田村，
1996； 川 上，2002； 川 上 ほ か，2008； 白 鳥，
2008；一澤ほか，2018）；島根県［隠岐諸島（波
戸岡・萩原，2013）］；山口県（小林ほか，2006；
園山ほか，2020；久志本，2022）；徳島県（澤井，
2021b）；香川県（澤井，2025）；高知県（下田，
1995）；福岡県（吉田・澤井，2019；Sawai et al., 

2019； 芦 屋 町 役 場 企 画 政 策 課 広 報 情 報 係，
2023）；佐賀県（澤井，2024a）；長崎県（山田・
入 江，1989； 相 良・ 小 澤，2002； 粟 生・ 澤 井，
2018；Sawai and Yoshida, 2019）；大分県（立川・
宮島，2018）；鹿児島県［澤井・山田，2017a, b；
小枝，2018, 2020, 2022；公益財団法人鹿児島市水

族館公社，2018；口永良部島（波戸岡・萩原，
2013；木村ほか，2017）；奄美大島（小枝ほか，
2016）］；沖縄県［沖縄県水産試験場，1978；矢野，
2005；海の生き物を守る会，2009；澤井・峯水，
2022；南大東島（矢部，1950）；与那国島（Shimose 

et al., 2006, 2007）］．公益社団法人瀬戸内海環境保
全協会（2023: pp. 1–2）の「瀬戸内海環境保全特
別措置法による対象区域」を瀬戸内海の範囲の基
準にすると，瀬戸内海における本種の記録は，響
灘（小林ほか，2006；園山ほか，2020）と播磨灘

（澤井，2025）からの記録のみであり，本個体（Fig. 

1）は周防灘初記録のヤリマンボウとなる．

謝　辞
本研究を取りまとめるにあたり，本研究で調

査したヤリマンボウの写真や情報は伊勢 P 氏に
提供していただいた．心から厚く御礼申し上げる．
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by IseP.
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